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昭和 39年 6且

所役

集

所行

市

発

洲

編

大

才 100号

必引
yy 越
国住 さ

手 民 民 ず れ
続年登 た
き金録 と

を の と ~I 

4月末市の人口

¥口 42.43742.437 

20.387 
22.050 

世帯数 9.9図

面積 240.93平方

キロメートル

男

女

口
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，FW
、、、

ノ

震

行

政

監

言

語

一

一

行
政
相
訟
委
[
目
一
一

大
洲
市
徳
森
一
一
一

徳
山
音
三
郎
一
一

一

一

体

、

品

刑

弱

を

八

以

前

、

液

体

(

放

流

水

一

場
一
一
)
は
純
一
国
、
資
金
書
六
、
回
型
物
は
殺
一
と
、
各
方
珂
か
ら
関
心
が
も
た
れ
、
同
一
応
じ
ま
す
o

O

応

募

資

格

二

直
一
こ
の
し
収
処
理
括
建
設
に
あ
た
っ
一
雨
し
ア
肥
料
に
お
利
用
す
る
と
い
ろ
四
一
組
合
と
し
て
も
こ
の
理
想
的
な
施
設
を
一
マ
相
訟
は
一
切
開
刊
で
す
。
経
験
の
深
一
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
の
男
子
工

技
一
で
は
、
昨
年
三
円
か
ら
主
高
所
を
め
一
同
て
は
じ
め
て
の
処
理
方
式
を
と
っ
一
適
正
に
喜
ハ
す
る
よ
う
力
そ
入
れ
て
い
一
い
卑
昔
、
か
あ
た
り
、
納
而
し
て
い
一
〕
子
会
迂
二

目

一

ぐ

っ

て

事

務

組

合

と

五

郎

地

区

民

と

の

一

て

い

ま

す

。

十

日

山

県

下

窪

品

衛

生

大

一

ま

す

。

一

た

だ

け

る

よ

う

に

解

決

し

究

す

。

一

仁

志

院

一

八
八
一
間
に
い
ざ
こ
ざ
か
あ
っ
た
か
、
結
局
米
一
会
に
は
、
同
施
設
中
有
察
見
学
す
る
な
一
一
マ
税
務
相
談
所
は
次
の
と
こ
ろ
に
あ
一
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
が
・
中
主
宰
一

げ
一
津
地
区
に
変
更
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

J

I

-

-

1

l

i

l

i

-

-

一

り

ま

す

。

一

業

程

度

に

つ

い

て

行

な

っ

車

な

「

一

一

し
一
施
設
の
総
工
R
は

五

千

九

百

万

円

、

そ

一

一

松

山

市

凶

川

端

町

一

筆

記

試

験

」

及

び

「

日

赤

試

験

」

が

一

↓

竺

の

財

源

は

因

。

県

補

助

金

と

起

債

を

一

税

金

に

不

満

の

あ

る

と

き

は

一

松

山

税

務

署

内

一

あ

り

ま

す

。

二

方
一
あ
て
、
京
市
五
O
、
郡
部
五
O
(円
子
一

:

d

E

g

一

協

諮

問

松

山

支

部

一

O
そ

の

他

一

心

芳

手

続

一

一

津

一

長

湯

、

五

十

崎

号

、

開
2
)
の
一
三
議
申
立
て
↓
税
輩
出
へ
一
議
官
が
草
し
て
ム
誌
の
う
え
、
公
一
電
話
完
一
一
一
二
入
居
の
待
遇
な
ど
く
わ
し
い
こ
二

制

一

J
日

目

hhupr万

一

更

正

決

定

な

ど

の

通

知

を

つ

け

た

;

に

判

定

し

ま

す

。

一

(

大

洲

翌

日

)

一

色

、

人

事

秘

書

ま

在

市

役

所

二

ー

一

日

の

翌

日

か

ら

一

か
1
1
以

内

に

、

一

則

る

い

作

宍

を

求

め

て

く

だ

さ

い

。

一

一

内

の

白

衛

隊

稜

民

地

方

連

絡

部

六

州

一

一
入
、
施
設
の
処
理
吉
一
日
四
万
人
分
一

j

一

f
I

一
l

一

一

誠
一
(
四
十
k
g
)
と

な

っ

て

い

る

だ

一

時

可

「

量

E
;ご
存

知

で

す

か

一

白

日

告

官

募

集

一

一

一

日

間

町

三

ー

い

っ

(

二

一

一

に

↑

日

片

山

日

目

日

抗

日

間

日

一

言

語

J
だ
納
得
で
き
な
一

M

税

務

相

談

所

ニ

ノ

イ

一

I

l

l

l

二

駈

一

;

せ

ん

。

一

い

と

き

は

、

一

ヤ

税

金

の

こ

と

で

自

の

あ

る

方

、

和

一

た

だ

い

ま

、

自

衛

官

設

の

一

出

で

一

停

電

の

お

知

ら

せ

二

津
一
処
理
方
式
は
、
松
山
、
今
治
、
新
居
一
マ
言
請
求
J
思
局
へ
一
出
し
た
い
在
、
気
が
る
に
税
務
相
一
室
川
一
品

2
1青
年

の

…

?

な

さ

一

一

沫
一
浜
な
ど
が
行
な
っ
て
い
る
砲
を
つ
方
一
辺
知
を
つ
け
た
日
の
苦
か
ら
三
講
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
一
ん
の
こ
此
」

F
Fし
弓
す
一
変
電
所
定
期
占
総
長
電
線
改
修
工
一
一

↑
一
式
と
異
な
り
、
不
二
式
必
デ
処
一
か
月
以
内
に
同
税
局
長
に
、
「
審
一
マ
税
務
相
談
所
は
、
税
法
、
皇
ぺ
中
一

o

c

-

事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
停
電
か
あ
り
一
一

I
l
i

浬
方
よ
で
、
俗
学
普
聞
を
使
用
し
て
液
一
喜
求
き
を
出
し
ま
す
。
一
白
間
の
子
続
き
な
ど
で
お
わ
か
り
に
な
一

O
差

別

間

一

ま

す

か

ら

ご

空

く

だ

さ

い

。

二

j

j

-

一

=

一

二

l

E

j

=

-

一

=

士

j

二

=

=

=

l

{

i

j

j

j

i

E

』

l

一
マ
密
責
主
主
請
問
求
が
古
あ
つ
た
と
き
は
、
協
?
一
:
;
-
ら
り

8な

R5
いU}こ」

Eと品は月

2、

4な

z
ん
令
で
も
品
相
課2誠詰戸に巳一七空月旦一百口

Eかた-らり王十古月口「二三宇E
一ニ芋主一干王十士一百日目

iJ
ま寺三ま苓fで三一

O

O

二

」
一
一
一

J

り
叩
川
い
ま
ま
で

f

ハ
川
に
円
っ
て
、
目
一
時
金
は
い
っ
し
ょ
に
た
は
全
く
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
ら
れ
た
一
一
一
三
一
一
一
一
一
二
三
一
三
一
一
一
一
一
ZE--
一-Ez--
一一一一一一一一二三一
E
z
-
-
一一三一一一二三一一一一一一二三一一一
--Ez--
一一一一『
Ez--
一

一

一

一

一

一

三

一

一

。

停

電

日

七

月

十

日

(

金

)

二

の
で
、
遺
児
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
一

段
茸
九
九
謹

M=
年
雲
令
川
目2仁たん

l
払

E5ω日
?
日

rt
し
kに
伝

か

か

も

ら

え

ま

す

か

ま

完

た

、

2
時

E含

三

t年

z以
上
空
お
竺
一
=
手
吉
成
宮
の
白
(
皇
旧
里
粟
喜
喜5津詩喜村芭)に

Eあ
雲
る
き
意
な

Eも

5の
白
は
臼
号
習
目
周

2が♂雪室:一ご三=ニ言一五五

F八?
メ

一

石

E。皇
区

最

域

と

品

自

一

て

一

刈川矧1憎〉ど1JJ〈J土L~し加一伊伊
?L

お
語
詰
し
主
ま
し
主
た
。
今
合
]
勺
か
一
ら
り
は
、

μdf
ど
完
ん
会3な2と主
さ
医
に
と
伝ωく三一らりいの

2
十
一
年
小
の
遺
児
日
日
刊
誌
吋
納
め
て
お
ら
れ
る
の
一
茂
り
昼
な
お
町
い
ほ
ど
で
す
o
そ
れ
も
壮
観
で
す
o

こ

れ

ら

は

す

べ

て

雌

の

木

一

一

除

く

)

二

年
金
が
も
ら
え
る
か
ρ

、

に

つ

い

て

南

高

介

い

た

し

そ

固

と

こ

ろ

が

、

こ

の

二

つ

の

年

金

を

い

τ坦
理

写

真

で

見

ら

れ

一

主

つ

に

大

き

な

で

ざ

ん

な

川

は

進

に

三

宮

と

れ

る

…

一

m詰
?

昨

界

一

一

日

か

わ

か

わ

た

く

し

の

父

は

五

日

一

一

日

に

病

気

っ

注

目

百

円

一

回

ワ

誌

の

木

は

念

品

百

六

十

年

…

一

o

i

H

M

H

)

一

保
険
料
を
一
出
品
め
て
い
る
も
で
亡
く
ん
仙
け
ま
し
た
り

E
Zに
で

い

ま

す

。

春

、

霊

祭

、

一

一

J7山
一

一

ヨ

前

に

こ

2
1
1の
喜

一

一

Z
1
5

父

ま

た

は

民

死

亡

す

る

ま

で

に

、

あ

な

た

が

大

才

に

な

る

ま

で

章

一

一

ソ

露

何

物

却

資

金

に

L
た
こ
と
カ

Fに
し

き

れ

一

一

O
肱
南
地
区
の
一
部
(
片
原
町
米
一

一

引

き

続

い

て

一

年

以

上

と

ど

こ

お

り

な

こ

ん

よ

し

二

さ

一

一

，

川

む

吋

念

チ

指

て

お

り

ま

す

。

そ

の

と

き

か

ら

言

え

d

一

広

町

長

虫

二

一

一
医
学
説
て
い
手
、
主
」
ま

J
7
」

万

一

一

千

円

、

死

亡

一

時

金

三

一

年

間

一

端

組

問

イ

年

で

こ

ん

な

に

皇

に

成

長

し

た

例

は

桶

仏

一

部

)

一

引

柔

い

て

一

二

年

以

上

院

札

い

く

ら

も

ら

え

る

?

H

五

千

円

を

一

rsっ

J
T二の
寸

岩

上

の

よ

い

資

料

で

も

あ

り

ま

す

一

J
K界一
一

員

世

一

免

除

三

け

た

自

由

子

、

ょ

こ

ふ

さ

山

吉

一

v
p

のd
b

目

黒

に

は

澄

み

き

っ

た

空

に

車

京

一

O
平

野

南

久

主

世

一

主
て
い
る
皇
口
で
十
八
才
未
満
(
の
が
主
主
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
死
亡
し
、
全
く
身
よ
り
が
な
く
な
っ
て
そ
こ
で
あ
T
fの
埠
「

7
i
¥
f
A
而

寺

f、
一

宅

地

面

一

不

こ

ふ

り

そ

そ

一

ω時
的
分

t
w易
分

身
障
害
者
山
吉
一
干
才
語
、
の
は

i
点
指
て
死
亡
し
た
人
生
し
ま
い
ま
し
た
υ
言

語

国

民

年

金

年

金

を

受

け

取

る

方

が

有

利

と

お

も

い

一

ザ

淵

町

捌

竜

ぎ

一

1
Uそ
れ

り

ま

す

川

;

一

一

子

か

向

調

を

な

く

し

て

泣

に

な

っ

た

引

を

同

じ

く

し

て

い

た

人

に

一

時

金

と

に

加

入

し

て

お

舎

納

め

て

い

た

の

で

ま

す

。

一

号

入

山

一

一

こ

よ

こ

ま

市

内

で

告

の

勺

一

千

一

川

の

増

水

に

ご

注

意

二

一
と
き
に

l

十
八
才
に
さ
ま
で
起
も
し
て
ち
ら
え
ま
す
o

す
が
、
百
年
示
、
死
亡
一
時
余
一
九
百
る
手
い
き
は
、
連
絡
所
か
市
社
一

ρ
乙

…

金

空

間

口

作

u
f一
木

守

の

引

沙

一

一

一

ら

え

ま

よ

。

も

ら

え

な

い

で

し

ょ

-

っ

か

o

告
で
い
た
し
ま
す
か
ら
お
越
し
く
だ
て
ら

r
p

門

書

と

喜

志

の

等

身

大

の

仏

像

一

水

が

こ

い

し

く

な

る

一

季

節

で

す

o
肱一一

一

}

も

ら

;

白

い

い

官

川

市

さ

い

。

一

木

が

一

一

一

株

も

あ

っ

て

、

吉

七

八

品

、

も

安

置

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

休

日

の

家

一

川

で

は

、

こ

れ

か

ら

ダ

ム

放

流

に

よ

り

一

一

一
も
ら
う
金
額
程
一
万
こ
め
た
期
間
に
よ

J

一

;
L
F

圏

一

申

の

は

五

分

幹

、

石

は

七

分

幹

に

な

っ

族

企

遣

な

ど

に

も

好

適

な

と

こ

ろ

と

一

水

位

の

変

動

が

激

し

く

な

り

ま

す

。

と

一

一

一

千

円

て

子

が

二

人

以

上

あ

る

と

冶

両

親

が

な

く

な

っ

た

と

一

て

お

り

、

ま

る

で

イ

チ

ヨ

ウ

の

林

の

よ

い

え

ま

し

ょ

っ

。

一

く

に

子

供

さ

ん

の

川

遊

び

に

は

ご

喜

一

一

一
一
人
泊
え

i
」

と

に

四

千

八

百

円

z

i

一

う

に

見

え

ま

す

o
八

品

の

中

で

二

由

大

(

市

著

書

会

社

会

教

育

諌

)

一

を

一
え
ら
れ
ま
す
c

レト幽
F得
倍
国

処

理

方

式

で

遠慮なく行政相談委員へ

国
な
ど
の

一丁支
K
J
わ
汀

干

1
1
7
日

村
の
す
み
ず

み
ま
で
、
う

ま
く
行
な
わ

れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
調

査
す
る
行
政

監
察
局
の
出

先
機
関
と
し

て
当
市
に
も

行政の
『不平ヤ要望』は

控~
~ 

大

洲

@

喜

多

衛
生
事
務
組
合

原
処
理
場
落
成

汁
市
と
喜
多
郡
の
同
町
が
共
同
出
資
し
て
衛
生
事
務
組
合
を
つ
く
り
、
同
相
合

一
が
昨
年
六
月
か
ら
八
多
喜
の
米
津
地
区
に
建
設
し
て
い
た
し
尿
処
刑
担
揚
(
清
流
国
一

一
)
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
五
月
二
十
五
日
に
沼
成
式
を
あ
げ
ま
し
た
。

処
理
量
に
も
弾
力
性

(
社
会
課
)

遺
児
年
金
と
死
亡

お
父
さ
ん
が
最
近
な
く
な
り
、
お
母

さ
ん
も
五
年
前
に
な
く
な
っ
て
、
あ
な

行
政
相
談
委
員
が
お
か
れ
て
い
ま

す。
同
な
ど
の
行
政
で
あ
な
た
に
不

平
、
不
満
、
主
走
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ど
ん
な
小
さ
い
こ
と
で

も
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
宅
し

た
ら
ご
判
読
く
だ
さ
い
。
相
執
委

員
は
そ
れ
を
行
政
監
議
局
に
取
以

ぎ
L
て
あ
な
た
が
納
得
の
い
く
よ

-
つ
あ
っ
せ
ん
附
決
し
て
く
れ
ま
す

も
ち
ろ
ん
相
談
は
、
日
以
料
の
上

秘
密
は
堅
く
守
-
b
れ
ま
す
。

こ
の
行
段
相
談
委
日
に
は
前
々

か
ら
次
の
方
が
あ
た
日
り
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
逮
憶
な
く
こ
の
方
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保険金 100万円引上げ記念鯛はじまる
(期間 自月1日~自月20日)

A
J
 

(7月 1日)繭業 調査
簡易機険新加入運動

じ>5月~告月寸

主催郵政省

観覧*'，↓ (遊覧料共) 12人采 1隻

Aコース(少彦名神社下から城山公園下)3時間半 3.000円

Bコース(亀山公園下から城山公開下)3時間 2.800円

商居・飲食応のみなさん/

お屈の繁栄をもたらすこの調査に

ご協力ください。

通商産 省業

じ孟孟L二一二二
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号主寄4 数|分 i賞

賞 l東京観光旅行

道後温泉一泊
1 等|旅行

i(旅行商品券)

等[旅行用化粧品I100本

|ケース

筈|日11司令タオルI1.000本

5名

10名

品 | 点区

中寺

L
Hま
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d
J

一
ノ
制
一
「
農
業
共
済

" “ 

信
玄
忍
法
帳

Lr
八
巷

愛
媛
県
編
年
史
芳
一

講
談
社
の
マ
ザ
l
絵
本

E 霊歪調
総数

死者 。
傷(3 2名

物損ヲ万円

(大洲署管内)

ろド|二

昨年の交通事故

5 0件

4名

4 0名

185万円

数

者

者

損

総

死

傷

物

を
ほ
ど
こ
し
て
お
く
の
も
必
要
。
市
販

さ
れ
て
い
る
防
水
液
を
利
用
す
る
主
宇

軽
に
で
き
ま
ず
か
ら
、
た
め
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

む
し
暑
い
夜
の
た
め
に
夏
の
か
け
ぶ

と
ん
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
軽

い
合
繊
わ
た
の
、
か
と
ん
が
出
て
お
り
、

丸
洗
い
も
可
能
。
カ
バ
ー
を
つ
け
て
お

つ
か
い
く
だ
さ
い
。

。
す
ま
い
を
快
適
に

つ
ゆ
時
の
す
ま
い
の
重
点
は

①
水
は
け
の
よ
い
と
い
!
こ
わ
れ
た
と

い
な
ら
な
い
方
が
ま
し
で
す
。

⑨
雨
も
り
す
る
屋
根
の
修
理
l
か
わ
回
り

が
い
た
ん
で
い
た
ら
す
ぐ
一
新
し
い
も

の
と
取
り
替
え
る
。
新
し
い
の
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
ト
タ
ン
板
を

差
し
こ
ん
で
お
く
。
ト
タ
ン
屋
川
恨
の

応
急
修
理
は
、
穴
の
あ
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
布
を
あ
て
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を

ぬ
っ
て
、
さ
ら
に
布
を
あ
て
て
、
コ

ー
ル
タ
ー
ル
を
ぬ
る
。
こ
の
よ
う
に

主
・
六
回
く
り
か
え
す
。

③
床
下
に
水
を
し
み
こ
ま
せ
な
い
l
庭

の
水
は
け
を
よ
く
す
る
。
家
の
周
囲

を
よ
く
見
回
っ
て
床
下
に
水
の
は
い

る
の
を
防
ぐ
。

④
金
具
類
の
さ
び
止
め
l
つ
ゆ
時
の
平

均
気
温
は
二
十
度
、
湿
度
は
八
十
%

ぐ
ら
い
に
な
る
。
ひ
き
戸
の
レ
l
ル

ド
ア
の
ノ
ツ
プ
、
チ
ョ
ウ
ツ
ガ
イ
、

た
ん
す
の
人
間
具
類
な
ど
、
さ
び
や
す

い
金
具
を
と
き
ど
き
ミ
シ
ン
泊
な
ど

で
ふ
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
さ
び
が

出
て
し
ま
っ
た
ら
、
紙
や
す
り
な
ど

で
さ
び
を
お
と
し
て
か
ら
湘
ぞ
弓
丞

ん
で
よ
く
ふ
い
て
お
き
ま
す
。

⑤
風
と
お
し
を
よ
く
す
る
1
ち
ょ
っ
と

し
た
晴
れ
間
を
見
て
、
手
ま
め
に
窓

や
一
戸
を
あ
げ
放
っ
て
風
通
し
を
よ
く

す
る
こ
と
。

ム
あ
と
が
き
マ

o
dあ
れ
か
ら
‘
も
う
十
年
グ
歌
の

題
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
制
が
し

か
れ
て
d

も
う
十
年
グ
。
市
も
だ
い

ぶ
ん
か
わ
り
一
ま
し
た
。
今
年
は
こ
の
市

制
十
週
年
を
記
念
し
て
催
じ
が
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
こ
り
ひ
と
つ
の
区
切
り
を

警
官
身
近
か
な
と
こ
ろ
か
ら
市
啓
セ

ふ
り
か
え
っ
て
将
来
の
発
展
へ
の
よ

い
資
料
と
し
た
い
も
の
で
す
。

。
広
報

H

お
お
ず
N

も
問
手
重
ね
る

こ
と
百
因
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
グ

親
し
ま
れ
る
広
報
を
グ
と
努
力
を
掛

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
広
報
紙
へ

の
ご
批
判
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な

yJ乞

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


